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　私たちができる最も身近な地震対策はつぎのようなものです。自分の安全、家族

の安全、また地域の安全を守るために、日頃から備えをしておきましょう。

　大災害に備えて家族の連絡
先、ばらばらになったときの
集合場所などについて話し合
いをしておきましょう。

　家具などはトメ金などで固
定しておきましょう。また、
ガラスには飛散防止フィルム
をはっておきましょう。

　柱、土台や屋根瓦などを点
検し、補強をしておきましょ
う。また、安全を確認するた
めに自宅の耐震診断を受けて
みましょう。

　初期消火のための消火器、
夜間の停電に備えた懐中電灯、
ガラスによるけがから足を守
るためのスリッパ・運動ぐつ
などを用意しておきましょう。

地震発生時は、一瞬の判断が生死を分けることがあります。

あわてないで、冷静につぎのような行動をしましょう。

◆揺れを感じたら、丈夫な机
　やテーブルなどの下に身を
　かくす。
◆扉を開けて脱出口を確保す
　る。

◆テレビ・ラジオの報道に注

　意して、うわさなどにまど

　わされないようにする。

◆使用中のガス器具・ストー
　ブなどは、すばやく火を消
　す。
◆万一火が出たら、消火器な
　どで消し止める。
◆ガス器具は元栓を締め、電
　気器具は電源プラグを抜く。

◆避難は徒歩で、携帯品は必

　要品のみにする。

◆狭い路地・塀ぎわ・崖や川

　べりは危険！近寄らない！

　大地震のときにはブロック
塀、石塀の倒壊の恐れがあり
ます。点検をしておきましょ
う。

１．家族での防災会議 ４．家具などの転倒・落下防止

２．家の補強 ５．消火器などの備え

１．落ち着いて身の安全の確保 ３．正しい情報の入手

２．火の始末を！ ４．避難は徒歩で、持ち物は最小限に

３．ブロック塀・石塀の補強 ６．家族の安否の確認

　地震時に家族が集まる場所
やＮＴＴ「災害用伝言ダイヤ
ル171」の活用をあらかじめ家
族で決めておきましょう。
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